
放射能と被ぱくの基礎知識

ちょぼちょぼ市民連合

田中一郎

( 201 6年 6月 20日）

2固もののなりたちの大きさと学問分野

t親ガメこけたら皆こけた）
(1)生物学医学（マクロ）

生態系、種類（群れ）、生物個体〈体）．続器部位

組問包細胞膜必碑s一日盟企三茸宜盟主土Z之＝丘墨宣王」，ゴルジ体。リボゾーム他
.V_Mt曹、主丘主主革主王立去、細抽生理学
五ヨヨ盟丞曹、生物化学、草萱空主合成生物学

重宝ニ量豊鐘瞳量豊三差益轟究二藍畢瞳主盟主

(2）化学（ミクロ）

高分子化合物〈たんrt＜質他）
有機化合物（アミノ酸他）

無機化合物（水素分子酸素分子）

(3）物理学（超ミクロ〉

マクロ物理学はこユートン力学とマクスウエル電磁気学で一応r完成』功アインシュタイン紹対性理論へ
量子力学（確寧歯約縄訪）と相対性理論は「水と泊J アインシュタインは最後まで量子力学を認めず

原子｛元案〉原子核物理学、物性物理学、地球物理学、宇宙物理学

核物理学素粒子鶴子i 中性子i 篭子ニュートリノ‘中間子他

放射能。放射線，彼！まくは「原子核」の問題
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1 .脱原発＝脱被ばく z被害者完全救済は三位一体

( 1 ）原子力安全神話司放射線安全神話 R 放射能安心神話

( 2）原発との共存 当原発過酷事故との共存

(3）恒常的な低線量被曝（外部被曝・内部被曝）の危険性

( 4）自然放射能と人工放射能の違いは決定的

放射線！立同じだが、放射能は物理的 E化学的な性質の違いがある

( 5）放射線被ぱくを巡るインチキ学は「生命」に対する冒涜

科学的実証性（実験や観察”疫学調査など）がない

( 6）原子力の推進＝ウソ，金雪脅し、権威などを使った権力犯罪

( 7) （原爆）被爆と（放射線）被曝（当字が違う）

3.原子と分子

( 1 ）原子と分子、原子の成り立ち＝原子核＋電子 （軌道あり）

( 2）原子核＝陽子＋中性子＋中間子 E ニュートリノその他

(3）陽子の数（原子番号）＝電子の数、違えば「イオンj（電荷）

(4）中性子と質量数（例： U235、Pu239、I131、Cs 137) 

( 5）中性子は電子を放出し陽子へ、陽子は陽電子を放出し中性子へ、

陽電子＋電子＝r線（電磁波）
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4. 化学反応とはどういうものか（電子の共有結合の七変化）

( 1)周期律表

電子が余っている，足りない司化学反応・化学結合＝電子が媒介

(2）原子核の屈りを電子が飛び回る，第1軌道2個，第Z軌道自個

( 3）電子の共有結合

H2 H-H 02: O=O H20 H-0-H 

放射能を煮ても焼いてもダメな理由 「煮るJ「焼＜Jz磁化反応

化学反応と原子核物理学的変化との決定的な違い

トリチウム（三重水素）とはどういうものか・何故除去が困難なのか

j京子の構造
すべての物は、原子からできています。
原子は、陽子と中性子のかたまりの原子核とその回りを
飛び回っている電子からなっていますo
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原子と電子と分子の関係（化学の世界）
！原子の最外殻の電子の数（価電子数)Iこよって、その物資の化学的性質が決まります。
時 1 2 3 4 お 6。
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5.放射能冒放射線

( 1)曲射能と放射線

放射能には2つの意味＝ ( 1）放射性物質（放射性核種λ （2）故射線を出す能力

自然故射能と人工放射能（悶じエネルギーの放射棉は自然放射線でも人工放射線でも閉じ危険性

だが、肱射能は自然放射能と人工放射能では決定的に遭う｝

(2）放射線の程頬

アルファ（α）線＝ヘリウム原子核I ベータ ＜E）線ロ電子線1 ガンマ （y）線＝電磁盟

参考 X線l 韓外線，赤外線，携帯電誌の電披

(2）原子核崩壊と（物理学的）半減期

参考生物学的半減期＝半分排挫期間（虚偶概宮に近いくらい個体差が大．実証性無｝

(3）質量数と同位体（アイソトープ） （参考）原子番号（障子町散）

ウラン233、235. 238. 241他ι

プルトニウム238. 239. 240-244他

ヨウ素129. 131他、セシウム133.134.135、13 7｛由

ストロンチウム89. 9 0他
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自然放射能と人工放射能

放射能では、自然と人工は、大きく異なります。例えば、カリウム40

とセシウム137では、化学的性質が似ていると言われますが、閉じ

lμgの重量でのペクレル数｛崩壊の回数）I立、10日O万倍も異なりま
す。

3,076,923Bq/μg 

0.266667Bq/μg 
同じlug当りのi
' i調壊回謝！ : 
i （ベクレル）｜

Cs137人工放射能

セシウム137（ま、ベータ線と
ガンマー線を出して崩壊します

飽6%四唯，..，i弘司37がt.170恒Vのベ悶多障を棺出L、
直接対世岬，4137巨額ti;脚。

jセシウム137は、1崩壊で、ベ－：賄事1本、 i
ガンマ一線1本を出します。 ｜ 

カリウムの崩壊

カリウム40は、1崩壊で、
ベ一世線か、ガンマー線か、
どちらか1本を出します。

OS 
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内部被lまくと外部被Iまく

ガンマー線の場合のみは、内部被ぱ〈も外部被ぱくも影響は、似ています。
しかし、透過力の弱いアルファ一線やベ－$！一線I立、影響が大きく異なりますロ

級副主胞質

叫＂ ＂＂＇＇＂旬結叫幡市崎下平

；；；判断 1

ニ；；唱。長崎轄地｜ ¥ ,¥: 1鰍自民
明智！i紙、1r .,,tt_, i f…鑓~＼
~ I fヘ／＼；慨九

ア肋一線やみ一線は、外部被1的ら、 Ji，；－；ト＼¥ 
止められても、肉部被ばくだとすべて吸収されます，，・ '' 

6. 椋々な放射性物質とその特徴及び危険性（ 1) 

（物理的特性と化学的生物学的特性）

＠物理的特性

放出放射線の種類（α、F、γ、X、中性干、陽子他）

エネルギーの大きさ（半減期との関H高）

物理学的半減期

存在形態（粒子状、気体、イオン、化合物断単体、結晶、ホット Eパーティウル他）

＠化学的生物学的特性

体内のど己にどれくらい滞留するか（量，濃縮度、期間）

自然界での滞留場所、食物連鎖と生物濃縮

生物学的半減期

化学物質としての毒性
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一一一一一
7.様々な放射性物質とその特徴及び危険性（2) 

く臼本田科学者の雄一人として、福島第1原尭事散の損揖放出曲射能

の全てについて、その種類と曲出量、特徴・危検性などを説閣しない〉

キ，，，今A

'"tii'ウム
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T量と
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関連テJレル

1 3 3 

1 3 1と129

関連放射性バリウム133, 134『 135,137

関連｝イットリウム90

ネプチウム関連，アメリシウム

キセノン

放射性ヨウ素

放射性セシウム

90 8 9, 放射性ストロンテウム

トリチウム

プルトニウム、ウラン

放射性銀

放射性アンチモン

その他いろいろ

( 1 ) 

(2) 

( 3) 

( 4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

( 9) 

山刷1＂山町山 M寸前e；剛山" 白
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.....印刷ー岡山酬しに剖剖巴向山四回目i梶 m ,,,-, 

(I日．レム）

＠ペクレル（出す側）＝肱射能回量 ・，．．．．．．． － 一応信用できる

1ペクレルとI乱 1秒間に1つ由席干核が崩壊して曲射線を放っ故島村告の量である。

ペクレル（葺語 beoqu,rel、記号。 Bo）とは、肱射性物質が1秒間に崩壊する席予田個数（放

射能）を表す単位である。たとえば、ある放射性物質について8秒間に原子が370個だけ崩峨す

るのであ制点その放射性物質の放射能的量は46.25ペクレル（Bo）である。

（肱射性セシウムや放射性ストロンチウム等で注意すべきこと 娘梧種の危険性）

1キュリ =3.7x10＇°ベクレル

＠シーベルト（畳ける側）＝放射線柚曝由罷響度合い・ー・・曹・全く信用できない

シーベルト（Sv) ＝ゲレイ（吸収エネルギーカロリー） X放射線荷量悟融x組織荷童保数

1シーベルト＝100レム当 1レム＝10ミリシーペルト、 100ミリレムョ1ミリシーペルト

1グレイ（Gy g,ay) =100ラド（rad)

＠実効線量（換草）係散ペクレル坊シーベルトへの操算（向部拙曝）

（一般公費で50年間‘子どもでは摂取した年齢から 70畠までの輯柚曝線量）

＠レントゲン（罰行中 x, rl ＝肱射線がどれ〈らい空中で電離作用を持っか

ベウレル（旧：キュリー）とシーベルト8 

f四 J2"11.6.2珂網開肌切＇＂＇肘ーヲ

時山間四；，聞と之噛岨悶 5位、問問判単
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展開盆時間山掘したデー抽出町出です貯

リーコアイ向山一

…開中高野手一一印字率一附一器時五
f
T
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9. 放射線被曝（ 1)＝原理的に考えることが大事＝危険性f;j;明白

曲射線被曝とl弘放射能（放射性物質）が出す放射線を描びるζと！身に畳ける亡ι当たること
外部被曝と内部融曝は決定的に遣う＝過去の歴史I志向部被曜を過小評価してきた歴史

放射線の猛烈なヱネルギーが，生物自体の分子田結合を破壊＝＝体がめちゃ〈ちゃになる

｛細胞の骨子結合町エネルギー＝100とすると、放射線田エネルギーは1万－100万以上）

ものすごく小さな世界で起きるので人間の五盛で感じないだけ（感じるようなら即死、でも累積し

ていくと致命的となる｛自覚症状が出ると手遅れ）、治蝿方法はない）

植lま〈で体がめちゃ〈ちゃにされる時のrされ方Jによっては！ほんの少しでも危ない

生物には棲笹能力がある吟どこが、いつ、どのように‘拙ぱくでやられるか（幹細胞、細胞周期）

被ぱくの健康祖害は遺伝的障害を伴うことがある（遺伝子、ヱピジヱネティクス、隔世遺缶他）

被ぱくの被害は個体差出大『安全基準は最も弱い人に基準を置Iナ

（今は平地値、しかも科学的な実註的揖拠なし 生物学的半減期、翼効崎重量（換算）計数、飲宣品

の放射能残留規制植、各種規制値（lmSv／年、 5.2mSv／年、 20mSv／年等））

確定的野響（脱毛吐き毘，下痢I斑壷，死亡など）と確率的器響（がん／白血病）という言葉［;j;まやかし

1 1園内部被曝の2大原因：呼吸と飲食（ 1 ) 

＠ここが問題放射能汚染地域産の食品（福島県産に限らず）

＊きちんとした調査・検査をいつまでたってもしようとしないこと＝そもそも、

調査掴検査されている品目数や品物の絶対数が少なすぎる（飲食品のホット・

スポットあり）

取そのための検査体制も貧弱なまま、かつ利益相反のま主であること

本残留放射能規制値が依然として高いこと（放射能汚染ゴミ並みの水準、規制

値を継続的に摂取すると体肉蓄積が危険水準となる、年齢や性別の遣い無視）

＊放射能汚染物が除去されることが確実とは言えないこと（放射能汚染物は汚

染されていないものと混ぜて規制値を下回ればいい，とする誤った考え方を

行政が否定していないどころか推奨している 栽培土、肥料、飼料，飲食品等）

＊放射性セシウム以外を無視していること（特に放射性ストロンチウムが危険）

様子どもや妊婦の被ぱくを防護しないどころか『安全安心キャンペーン」の道具

にしている

＊生産者の作業被ぱ〈（外部被曝及び呼吸被曝）を考慮しないこと

1マ

18 

1 0.放射線被曝（2）：被ぱくの直感的説明

( 1 ）放射線被曝＝猛烈な勢いで飛んでくる硬掠ボールを顔面で受け止める

(2）外部被爆暖炉にあたって媛を取る

原爆，レントゲン・ CTスキャン，航空機被曝他

全身・全面、避けられる（遠ざかる）

(3）内部被曝暖炉の焼けた炭を飲み込む

呼吸被爆，飲童による内部被曝、傷口からの（放射能の）侵入

局所的，集中的，継続的、避けられない（放射能は体の中）

原爆の黒い雨I 原発排出放射能（トリチウムなど）、原発事故，核実験の降下物嶋）

(4）放射線被爆が、どれだけ、どのように危険なのかの科学的実証的な証明・説明は、推進側・

加害者側の責任（司往々にして「証明・説明責任』が逆転した議論が押し付けられる）

0推進側 z加害者側が放射能や被ぱくが、どれだけ安全で晶るかを証明する

×市民側 a被害者側が放買す能や被ぱくが、どれだけ危険で晶るかを証明する

〈恒常的な低線量被曝（外部被曝＝内部被曝）は危険です〉

1 2. 内部被曝の2大原因：呼吸と飲食（2)

＠放射能汚染地域産の童品について1 私が問題にしているのは（続昔）

＊ウソをついて「安全安＇＂＇キャンベーン」「福島植民キャンペーンムその本当のねらいは福島第

1原発事故田賠償・補償負担軽曜と責任あいまい化（一億総被ぱ〈丘三共同責任化）

本汚染物音買って貴べるのが福島への支援だと勘違いしている人が世なくない

＊貴べものへの警戒が晶まりになさすぎること 「宣ベて応援・買って支援」

(5大危険物①キノコ・山菜園たけ叩こ田レンコン，②•JII晶野生動物の肉，喧家畜の内臓・

骨類，④東日本産の海産物晶、⑤乾燥品（干し柿など））

（コメよりも量・大豆 ソパ・イモなどの方が危ない、ヲリや梅、クルミ、柿や柑橘類も注意）

キ貴べものの周辺も危ない（童器、栽培I、花木（＋農薬）、木材製品／薪／員、皮革、肥料、飼
料、タパコ他）

＠呼吸被曝一次被曝，二次被爆（ほこり土などが舞い上がる）

本日干し大担， Tシャツや帽子・髪の毛の汚染！運動会やお祭りやランヱング・マラソン

キα核種が極的て危険｛プルトニウムやウランなど）

＊ホット・パーティヲル（セシウム開ボール）とそ由大きさ（ナノ物質は危険注）

注メートル、センチ、ミリ、マイウ口、ナノ、ピコ

18 
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食品中の放射性物質の

対策と現状について

厚生労働省医薬・生活衛生局
生活衛生・食品安全部

電う ＂品川 ＂＂川ifh＇： ~l,:po

図参考：規制対象とす否放射性核種の考え方について①

一 一＠規制の対象とする核種
規制の対象は、福島原発事故により放出した放射性核穫のうぢ、原子力安
全・保安院がその放出量の試算値リストに掲載した核穫で、半減期1年以
上の放射性核種全体（セシウム134、セシウム137、スト口ンチウム90、
プルトニウム、ルテニウム106）とす吾。

※半減測が短く、既に検出が認められない放射性ヨウ素や、原発敷地内に
おいてち天然の存在レベルと変化のないウランについては、基準値は設定
しない。

規制対象核穫 （物理約）半減期

セシウム134 2.1年

セシウム137 30年

ストロンチウム90 29年

プルトーウム 14年～

ルテニウム106 374日

。 心山，］，，＇ 1川 υ，，， .~ ,,,.,4r1;,e；戸
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圏食品中の放射性物質Ii:関する基準値の設定（1)

1一一一一ご一一
0暫定規制値に適合している食品は、健康への影響はないと一般
的に評価され、安全は確保されていたが、

より一層、禽掃の安全と安心を確保する観点から、暫定規制

値で許容していた年間線量5ミリシーベルトから年間1ミリ
之二:'.S&J::ζ基づく基準値に引き下げた。

C旅射性セシウムの暫定湖制値※10放射生セシウムの現行基準値※2

食品群 続期信

欽料水 200 

牛乳・乳製品 200 

野菜類

穀類 500 

肉・！m・魚・その他

童q官半 基準値

飲料水 10 

牛乳 50 

ー障食品 100 

A
川
γ

来1放射性λトロユテウムを含めて規制磁を殴宅
「ー乳児用食品 I so ｜制ペクレ川

援2放射性ストロシチウムブルト＝ウム等を含めて基準値を段定

。
沼2

図参考；規制対象とする放射性核種の考え方について②

＠規制傭設定の考え方
放射性セシウム以外の核種（ストロンチウム90、プルトニウム、
ルテニウム106）は、現I定に時闘がかかるため、移行経路ごとに
各放射性核種の移行濃度を解析し、産物・年齢区分l亡応じた
放射性セシウムの寄与率を算出し、合計して1mSvを超えない
ように放射性セシウムの基準値を設定す否。
※放射性セシウム以舛の核種田線量は、例えば19歳以上で約12唱。

。
山 l…川＇＂＇＇ 令，｝務懇緩霧務務務務1
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圏食品中の放射性物質lζ関する基準値の設定（4)

食品がおの線量の土限値

1ミリ診ーベルト／年

飲料水田線量
（約0.1ミリシ＿，.ルト）を引く

一般食品（；：喜，Ul;J：当てる
線量を決定
（約0.9ミU)a＂品ト）

×I年齢区分別の規取量と揖算係数
（実効線量管盈）を用いて算出
※流通す否食品の半分が基準値上限の
放射性物質を吉むと仮定

。

空堕璽至コヨ璽証言語画面五五CC/I唱）
1歳未荷 男女平均 460 

全益，.長 男 310 1歳～6歳 ト－－－＇；三ーイ一一一主主－
j 支 320

土t h 圭長 男 1SO 
7歳～12歳 一一宇一一ι一一－t＇；－一
一一 女 210 

13歳～1B歳一塁 ロ刀
女 15日

19歳以上

妊婦

最小値

査壁盤区金金呈主主

男 13日

女 16日
女 160

. 120 

量右厳しい川、世ι竹値在
主国畳輩盤J;;量室

基準値
100ペクレル／kg
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2脚::r ·• ..•. ;21〓j
醐

目。 l

4田
山ペタレルの＂国間取

士一一一ー一一台竺T士士τ寸
＇°ベク υJレ／回の侵怯寝取

一一一一一一一一寸一一

制 if・--- -λ .: :_ -.!'.'?'co＇｝乙明叩
。。 2凹 制 四 日間 ’脚

回

図2.2.1000ベクレノレのセVウム 137を一度に摂取した場合、および1ベクレノレ

および10ベクレルのセシウム 137をそれぞれ1000日間毎日摂取した場合の全身

放射能（ベクレノレ）の推移（1000日間）

図「牛乳jの範囲及び f乳児用食品j 『牛乳jの基準値について

＜「牛乳」の区分に含める食品〉
「牛乳jに含める食品は、乳及び乳飲料とする。

乳飲料は、乳等を主原料とした飲料であり、消費者力、ら牛乳や加士乳等と
同類の商品と認識されている也のを含むため。

十四「牛乳」由区分に倉時寄食品 ！ 同I牛乳J申底知こ含め品、量制

！牛乳倒旨肪乳加工時醐判明L酸菌飲料発酵事L チズ i

l品品品品！！色雷iii
乳等省令における惇LJ 乳等省令における「宇ι製品I

＠「乳児用食品J及び「牛乳」については、子どちへの配慮の観点で設ける
食品区分であるため、万が、流通する食品力t基準値上限の量の放射性物
質を含んでいたとしてち影響のない値を基準値とする。

→新たな基準値における一般食品の100Bq/kgの半分である
50 Bq/kgを基樹直とするo。 、，~ IL 

1 3. 原子力ムラと国際原子力マフィア

＠原子力ムラ（政官財・学・マスコミ）

原子炉工学，核化学，原子核物理，放射線影響学，放射線生物学v 放射線医学他

原子力産業（目立、東芝、三菱重工、日本製鋼、ゼネコント電力・その他関連産業

政治家l 官僚，財界・産業界、学者・医師，マスごみ

骨国際原子力マフィア

国際原子力機関 (IAEA)

国際放射線防護委員会（ I CR P) 

（原子放射線の影響に関する）国連科学雲員会（UNSCEAR アンスケア）

国際原子力機関（ I A EA）はWHO（世界保健機関）と協定・支配下へ（1959)

2G 
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(3）癒着融合した支国権力・巨大資本による「科学の包摂J

司科学の似非科学化、科学者の似非科学者化、大学が御用組織になり、市民科

学と対立 E対決（この決着の仕方次第で人類滅亡へ）

( 4）安全性と立誼責任（誰が何を立註する義務があるのか）

食の安全や放射線被爆の危険性の例

(5）原子力推進と f言葉」＝大日本帝国軍隊と同じ

原子炉建屋の水素爆発＝爆破弁（有富正憲（東工大），関村直人（東大））

爆発的事象、異常な過渡変化且過渡現象（『事故』と言わない），

仮想事故＝過酷事故

原子力発電環境整備機構＝放射性廃棄物処理機構

余裕深度処分場＝中レベル放射性廃棄物’深度50～100m
核燃料サイウル、原子力発電環境整備機構（NUMO)

最後に

(1) 21世紀は『環境の世紀」

( 2) 21世紀の地球と人類を襲う5つの「破滅的危機J

① 2つの核（原子核）

② 2つの核（細胞核）（バイオテヲノロジーとバイオハザード）

③化学物質・危険金属ナノ等物質田氾濫（環境ホルモン（肉分泌，神経系かく乱）、

ナノテヴ、農業、肥料、食品添加物、洗剤、容器、塗料、プラスチツウ、樹脂、そ

の他工業品等）、（化学物質＋放射能＋ナノのトリプル効果）

④ CO2大量排出（酸性化地球温暖化は怪しい）

⑤地球環境及び資滞の破壊（特に熱帯雨林と北極海・南極海・深海を含む海洋）

1 4. 
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『押し付けj社会）(6）原子力翼賛社会（＝被ぱく

（誰のための社会なのかつ）

31 

I！部総思惑臓器
翼賛とは（カを添えて助けること，広辞苑）

「非国民」へのパッシング（被ば〈同調化圧力、集団的ヒステリー現象）

被害者への自己責任の押し付け＝加害者責任の不聞と無罪放免

単純化，情緒的，不安と他者依存と主体性の放棄

恐ろしいほどの『情報管理社会j

30 

〈日本社会の伝統的な特質〉

上に向かっての『頂点盲従主義」

横に向かつての「強い同韻圧力」

下に向かっての『無責任の連鎖』

噌
B

n

，h
q

u

隠蔽・歪曲・媛小化

分断と恐怖

被害者切捨て

地獄の沙汰もカネ次第
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周期律義

34 

（補足）質量（m）とカ（F) とエネルギー（E) 

お（＝ュートンの法則）

F=mα F （カ） -m  （買畳） Xα （加速度ガル）

エネルギー（カのみなもと，エネルギ保存の法則）

運動エネルギー＝ 1/2mV' (2乗〉

位置エネルギー

鼎量（カロリージュル）

アインシュタインの相対性理酷（原子棋のエネルギの巨大さ）

E=mC' エネルギー（E）ロ買量（町ux先速度（c）のz,義光速白血万km毎秒

まずいろいろな線量の数値を見ておこヲ
ープイ＂医師。閣議岡山’F伺＂＇警防 l盛 岡本＝ぉ＂直毘忌 ill ，－＿匂勧プヲ語の送還Z重厚一 一
D5-lm,;, 

F五M ＂号問尚一

a担削…ー
睦ー下

開量…冊一

叫…一伝一万6間在どい暗

号お主苧巳些些些l

まとめ1放射線の直接的影響

• DNA鎖の損幅による発がん｛イニシエシヨ
ン→プロモーション→ブログレッション→悪性
変化｝

・遺伝的腎響｛奇形、遺伝子損幅）

・『ぶらぶら痛J（ミトコンドリア障害）→慢性疲
芳韮状

・量凪系障害（免疫低下、好中球など白血球
減少）

・細胞膜とそこにあるチャンネルなどの損傷

33 



まとめ2 間接的影響 活性酸素 E フリーラ
ジカルによる酸化ストレスが関与する主な疾畠

’，. 7'ーヲ$－＞;l!M工 J: 畠主，~ii;.e

鰻 内向盟、同7イアイ司＂前自主宜位

』晴海閥 古島室、ロ内持、世間柄

庖 国担君、アルツハイ守ー世、パーH y明暗目＇＇＂

＇回 心情世直、，.下圭

防 録閥附剖E

鏑同 型店時世世＂‘胃書事‘，.喜ド同向車

開 7＞ョール性肝星島，昨アルヨール位置店性＂長‘＂岳民

腎閤 ’料金、品開閉

血管系 問書桂昌臨匝化哩，酌官明記E

免筏，， 目白担Pマチ、 ..  明、自己島主事喧

封そ柑 f，ん咽措毘明、干宮内啓主，＂＇、老化

時刻H尚一間島町立民抑制履修rwc;,.s同一回
開左帥怯同＂畑仕＜＇.t ＂：~，i

まとめ3放射線によるイオンチャンネル系
の障害回影響はきわめて広い範囲に及ぶ

心臓（と〈に収絡を制御する電気刷激とその伝達〕

－神経系（と〈に神経指報の伝達）

・脳の籍神活動（と〈｛こ臨肉の備銀伝虐）

B 感覚器官〈と〈こ般理事めまい失明〉

ー骨格銘（,I:（こ超勤や歩行の函糞）

・平揚筋のある内鴎や血管

・内分悠系住〈に限状腺など｝

ー諸尿器系（左<r二院説腎稼むとす
．乳腺

・水晶体

一（いち）

＋（じゅう）

百（ひゃく）

千（せん）

万（まん）

億（おく）

兆（ちょう）

京（けい）

核（がい）

稀（し）

議（じよう）

溝（こう）

澗（かん）

IE （せい）

載（さい）

極（ごく）・

大il!J;l:JS1ll'::(IJ/p＇.＇.（~， i,

2否…叫日

ネブツニウム系列
相コ－叩附＜'f-'"h7'Y.'Vp＜，）』

ネブツーウム初抽出1ラぬけ州τ入実州知－・向＇＂ネプツニウム包 7から帥ム問
主明醐進国上主である Zれ内同時引に＂す叫極柑翠出 f帝国げる加lで計
二国首相割問 t酬という叩で聞かウ印刷醐山庁間取し帥抑
制問削はそれよりも山岳山ニウム諮問問屋時間調曜日制。
リウ山町陪明書して山即日即時間口時間併
して栄町民…＿，叩叩会合仁＂日朝一一一
花町山叩＂開…ーの問問問印刷叩
…岳胆快

鴎趨系夢i衰

"・ 主豆」－＂金吾－， J全容吐 i聖？空白2静岡
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日三，， i:: 守主立；！なl
,u,, o 100民 向日開，，，

材中ヨ附

川 21：；同協1:・:: I 
？日＂ ＂向山町
'"'I日出 b 閣内詔 OOI~ •－一山市

何百；.， a o；：ミりが I一五，， τ句。
巴三盆1叩土墜：均川一一…ド『 i- ＇－＂＇分， '° i ~:Pl i 
岬出 . 3，，，竺問 巴s句L
ビさ引レJ一 1身竺タ了i竺，.，，子〉’l''" 
ピ主旦 二 I 安定 I 
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